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「脱炭素成長型経済構造移行推進機
構」。このコラムの横幅の字数制限
と同じ、暗号のような漢字16文字
である。
2024年7月、政府と経済界が協
力し、GX実現に特化した専門組織
を立ち上げた。GX推進法に基づく
経済産業大臣の認可法人であり、通
称「GX推進機構」と名乗っている。
内閣法制局との議論の結果、上記の
16文字が法律上の正式名称である。
私は、経済産業省で設立の責任者

を務め、組織設立とともにこの組織
に移り、企画担当理事として、組織
づくりに奮闘している。GX推進機
構は、世界にもまれにみるGXに特
化した専門組織であるが、設立に向
けた源流は、大きく三つある。
一つは、22年1月から開催した

「クライメイト・イノベーション・ダ
イアログ」にさかのぼる。GX投資の
不確実性に対して、公的・民間資金
を組み合わせて、官民投資をいかに
増やしていくか、官民の金融機関関
係者が集まり、タブー無しの議論を
行った。最近の言葉でいえば、ブレ
ンデッド・ファイナンスである。こ 
の対話から、大規模かつ長期でのリ
スク補完機能を持つ公的機関の必要
性が参加者から認識された。ここで
の議論なども踏まえて、GX推進法
の中で、GX推進機構の業務として、
債務保証などによる金融支援業務が
位置付けられた。
もう一つは、自主的な排出量取引 

からの発展である。GXリーグでの
試行期間が終わり、26年度からわが 
国で排出量取引が本格導入される。
世界では、国の省庁とは別に、この
制度を執行・運営する専門組織を設
けて、専門的知見やデータを積み上
げながら、効率的・効果的な政策執
行を実施している。当機構は法律に
基づきカーボンプライシング業務の
実務面を担当する。韓国のK―ECO、
豪州のCERといった専門機関とも
既に交流を開始。100人規模の人員
を抱えて、日々制度執行をしている
海外機関から学びつつ、来年度に向
けた準備を進めている。
これらの二つの源流に加えて、も
う一つはGXハブ機能である。GX
分野は、政策、ビジネス、金融が密
接に結びつきながら、脱炭素と経済
成長の二兎を追うことになるが、こ
れらを一体的に推進する主体がなか
った。経済界からは、GX関連情報
の統一的な発信や、異なる産業間で
の連携の重要性を訴える声が多く届
けられていた。こうしたニーズに応
えるため、当機構の3大業務の一つ
と位置付けた。現在、セミナー、ネ
ットワークイベントなどの企業間連
携の取り組みを進めている。
GX推進機構は次の7月で業務開

始1年となるが、まだまだヨチヨチ
歩き状態。50年までの長い道のり
の中で、多くの方に信頼されるパー
トナーとなるべく、組織の成長スピ
ードをさらに上げていきたい。

世界でもまれなGX特化型組織
設立の背景に三つの源流
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